【その他の職員（医療）】

〔分析結果〕

〇　40職種別では，「看護師」が67.3％で最も高く，「医師・歯科医師」22.4％，「その他の医療技術者」7.5％，「保健師・助産師」3.0％となっている。

〇　男女別では，「女性」61.2％，「男性」が38.8％となっている。

〇　年齢層別では，「20歳代」が49.4％で最も高く，半数近くを占めている。「30歳代」25.4％，「40歳代」20.9％が続いている。

〇　月別分類では，「6月」，「8月」が13.4％で最も高く，「9月」11.9％，「7月」10.3％が続いている。6月～9月の間に49.0％と約半数が発生している。

〇　曜日別分類では，「月曜日」，「木曜日」が20.9％で最も高く，「火曜日」，「水曜日」，「金曜日」がそれぞれ14.9％で続いている。

〇　時間別分類では，「15時」が17.8％で最も高く，「11時」14.9％，「16時」11.9％，「14時」10.4％が続いている。

〇　事故の型別分類では，「汚染血液による事故」が80.6％で最も高く，８割以上を占める。「その他」8.9％が続いている。

〇　起因別分類では，「分類不能」を除き，「注射針等」が65.6％で最も高く，６割以上を占める。「起因物なし」6.0％，「材料」4.5％が続いている。

〇　傷病別分類では，「刺傷」が74.5％で最も高く，7割以上を占めている。「創傷・擦過傷」，「その他」7.5％，「打撲・挫傷」，「捻挫（腰痛を除く）」，「呼吸器疾患」がそれぞれ3.0％で続いている。

〇　治癒の状況は，平成22年9月30日現在で，「治癒」79.1％，「未治癒」が20.9％となっている。

〇　療養期間は，平成22年9月30日現在で，「6月以上12月未満」49.3％で最も高く，「3月以上6月未満」16.4％で続いている。

療養期間が12月以上に及ぶものが20.9％になっている。

平均の療養期間は7.7月となっている。

〇　災害発生場面別では，「針刺し」が61.2％で最も高く，「切創」17.9％，「院内感染」7.5％，「血液飛散」，「患者等対応」がそれぞれ6.0％で続いている。


〔発生頻度が高い災害〕





病院内での針刺し・切創などによる血液汚染事故








